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出典： Patrick J Clemens 氏（AAAS）講演スライド
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1）　Euan A. Ashley et al. “Clinical assessment incorporating a personal genome” The Lancet, Volume 375, Issue 9725, 
Pages 1525-1535, 1 May 2010
ライフサイエンス分野	 TOPICS	 Life Science











送の研究が活発化している。共鳴型は、2007 年 6 月
に Science Express に掲載されたマサチューセッツ工
科大学の技術がオリジナルである1）。同大学は 9.9MHz
で電力回路を共鳴させて、2m 離れた直径 60cm のコ
イル間で 40％の伝送効率で送電するデモを発表し、
60Wの電球を点灯させて見せた（図表 1）。その後、
Intel 社が 2008 年に送電のデモを行い、Qualcomm 社
は 2009 年にワイヤレス充電のデモを行うなど、実証実
験が続いていた。日本でも実証実験が行われ、2010


































1）　A.Kurs, et al. “Wiress Power Transfer via Strongly Coupled Magnetic Resonances” Science Express, Vol.317, 
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情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication



























































（Nafion® は、米国 Du Pont 社の登録商標）
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ナノテク・材料分野	 TOPICS	 NanoTechnology & Materials
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トピックス5　大雨等の警報・注意報を市町村単位で発表開始
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STMicroelectronics 社と SENSIMED 社は 2010 年





抑制することができる。2000 年 9 月から2001 年 10 月
にかけて岐阜県多治見市で行われた緑内障の調査 4）







































3）　Matteo Leonardi et al. （2009）, Wireless contact lens sensor for intraocular pressure monitoring: assessment on 
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Hardware as a Services（HaaS）／



































































で 有 名 な Gmail を 含 む Google 
Apps、セールスフォース・ドット・
コム社の顧客管理アプリケーショ
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科学技術動向研究センターにて作成
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図表 2　クラウド・ソフトウェア・サービス（SaaS）
科学技術動向研究センターにて作成
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「所有から利用へ」の世界を支えるクラウド・コンピューティングの可能性
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3   クラウド・コンピューティングのもたらす変化の可能性





















































































































































































































（eventually consistency）と い う 概
念が、BASE（Basically Availability, 










































































































































































































7   海外先進国の動き
　クラウド最先進国である米国に





















ング）聯盟」が 2010 年 4 月に設立さ
れている 19）。
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　2010 年 5 月 13 ～ 14 日、ワシン
トン DC にて、全米科学振興協会
（The American Association for the 
Advancement of Science：AAAS）




























































注1：米国連邦政府の会計年度では、2011年度は 2010年 10月から 2011年 9月までとなっている。
AAAS 科学技術政策年次フォーラム（2010）報告
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国債は、2007 年当時、対 GDP 比









　Patrick J Clemens 氏（AAAS 研
究開発予算・政策プログラム課長）












































































































図表 1　2011 会計年度研究開発予算要求の省庁別変化比率（対 2010 年度）
出典： Patrick J Clemens 氏（AAAS）講演スライド
注：薄い色の帯は、2011 年度イヤマーク予算の見積もり分注3）を含めた場合の増減。 
-15% -10% -5% 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 
DOD "S&T" = DOD R&D in "6.1" through "6.3" categories 
Source: OMB R&D budget data, agency budget justifications, and other agency documents. * - Lighter 
colored bars indicate percent change with projected FY 2011 earmarks. © 2010 AAAS  
R&D in the FY 2011 Budget Request 
percent change from FY 2010  
AAAS 科学技術政策年次フォーラム（2010）報告
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企業 50 社の所在地は北米 23、ア
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mental Accounting Office）が 2004 年
に改組されて Government Account-






















て、NSF と NIH が中心となって進
めているプロジェクト、スター・
メ ト リ ク ス（STAR METRICS：
Science and Technology in Ameri-
ca’s Reinvestment Measuring the 
EffecT of Research on Innovation, 































































Budget Ofﬁce）、議会調査局（CRS：Congressional Research Service）と同列に位置づけられている。
AAAS 科学技術政策年次フォーラム（2010）報告
27Science & Technology Trends   June  2010
6   おわりに
　最後に、筆者がこのフォーラム
に参加した所感を以下に記す。


















































5）　米国地球規模変動研究プログラム（United States Global Change Research Program）のサイト：
 http://www.globalchange.gov/
6）　連邦農務省農業・食料研究イニシアティブ（AFRI：Agriculture and Food Research Initiative）のサイト：
 http://www.nifa.usda.gov/funding/afri/afri.html
7）　連邦教育省「トップへのレース（Race to the Top Fund）」事業のサイト：
 http://www2.ed.gov/programs/racetothetop/index.html
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これまで科学技術庁、文部科学省で各種科学技術行政に従事し、2008年より現職。
グル プーの主な調査研究テーマは、産学連携、大学発ベンチャーや地域イノベーショ
ン等。最近の主な関心は、政策立案・実行におけるエビデンスへの立脚と科学的助言
のあり方。
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